
　
昭
和
二
十
四
年
に
文
理
学
部
、
教
育

学
部
、
医
学
部
の
三
学
部
で
開
学
し
た

我
が
母
校
弘
前
大
学
が
今
年
で
六
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
学
生
総
数
六
千
八

百
名
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
飛
躍
的
に

発
展
し
、
五
万
六
千
名
を
越
え
る
卒
業

生
を
社
会
に
送
り
だ
し
、
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
創
立
六
十
周
年
記

念
事
業
後
援
会
を
設
立
し
て
、
大
学
の

一
層
の
発
展
を
願
っ
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
事
業
と
し
て
、
記
念

式
典
、
記
念
学
術
講
演
会
、
国
際
交
流

基
金
の
創
設
（
学
術
交
流
協
定
を
結
ん

で
い
る
外
国
三
十
四
大
学
と
の
国
際
交

流
）
弘
前
大
学
六
十
年
史
の
刊
行
（
地

域
に
広
く
大
学
の
理
解
を
深
め
得
る
資

料
と
し
て
）
、
研
究
・
産
学
連
携
事
業

（
地
域
企
業
等
と
の
研
究
連
携
）
、
記

念
建
造
物
（
太
宰
治
の
記
念
碑
）
、
学

生
支
援
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
が
法
人
化
し
て
か
ら
五
年
に
な

り
ま
す
が
、
大
学
の
運
営
が
厳
し
さ
を

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
昨
今
の
景
気
・

経
済
も
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

何
卒
記
念
事
業
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
二
月
二
十
三
日
に
教
育
学
部
と

同
窓
会
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
側
か
ら
、
全
国
初
の
文
科
省
認
定

に
よ
る
教
員
養
成
の
在
り
方
を
研
究
開

発
す
る
「
教
員
養
成
学
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
各
部
門
の
詳
細
な

活
動
状
況
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
昔

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
研
究
、
教
育
、

地
域
と
の
連
携
な
ど
、
実
に
多
様
な
活

動
状
況
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
校
舎

が
も
う
古
く
な
り
、
三
期
に
分
け
て
改

築
が
始
ま
る
と
の
話
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
教
育
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
養
成

の
た
め
発
展
す
る
母
校
を
会
員
の
皆
様

と
共
に
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
初
に
、
今
年
の
学
生
の
就
職
状
況

を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
地
元
青
森
県
と
東
北
・
北
海
道
は
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
学
生
諸
君
と
就
職

対
策
委
員
等
の
頑
張
り
で
昨
年
並
み
の

良
い
就
職
率
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
次
に
、
主
な
項
目
を
ご
報
告
し
ま
す
。

①
校
舎
改
修

　
長
年
に
わ
た
り
、
同
窓
会
の
全
面
的

な
ご
支
援
の
も
と
で
現
在
の
教
育
学
部

校
舎
の
改
築
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が

う
れ
し
い
ご
報
告
で
す
。
こ
の
第
二
次

補
正
予
算
で
、
教
育
学
部
校
舎
の
改
修

が
認
め
ら
れ
、
二
十
一
年
度
に
三
期
工

事
の
第
一
期
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

②
第
二
期
中
期
目
標

　
法
人
化
後
の
第
二
期
中
期
目
標
・
中

期
計
画
の
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
学
部
・
研
究
科
は
、
「
教
職
員

と
組
織
の
教
育
・
研
究
能
力
を
さ
ら
に

高
め
、
専
門
性
を
重
視
し
た
大
学
教
育

の
基
盤
の
上
に
、
高
度
教
育
専
門
職
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」を
基
本
に
し
、

当
面
は
構
築
し
て
き
た
結
果
を
点
検
し
、

教
育
・
研
究
の
質
と
学
生
の
学
習
意
欲

の
向
上
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
養
成
学
セ
ン
タ
ー
第
二
期
計
画

　
全
国
初
の
「
教
員
養
成
学
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
」
の
来
年
度
が
時
限
設
置
の

最
終
年
と
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
拡
大
し
、
基
礎
的
な
研
究
機
能
に

加
え
、
教
育
の
現
場
へ
の
研
究
成
果
の

応
用
、
学
生
の
卒
後
支
援
を
含
む
新
セ

ン
タ
ー
の
設
置
計
画
を
策
定
中
で
す
。

④
附
属
学
校
園

　
附
属
教
員
の
教
育
・
研
究
力
の
向
上

の
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
附
属
学

校
園
が
高
度
な
実
践
的
研
究
の
場
、
先

進
的
な
教
育
を
踏
ま
え
た
教
育
実
習
の

場
、
地
域
の
教
育
力
向
上
の
拠
点
と
な

る
よ
う
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

⑤
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
青
森
県
に
お
け
る
教
育
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
ラ
ボ
・
バ
ス
を
用
い
た

教
育
実
践
―
」
（
特
別
教
育
研
究
費
九

四，
七
五
四
千
円
）
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
が
、
次
年
度
も
三
一，
〇
〇
〇
千
円

の
予
算
が
み
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
生
・
教
職
員
と
も
に
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
支
援
く
だ
さ
い
。
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全
国
四
七
都
道
府
県
と
一
三
政
令
市

中
、
青
森
県
が
第
四
位
、
お
隣
の
秋
田

は
鳥
取
に
次
ぐ
堂
々
の
二
位
、
岩
手
も

六
位
入
賞
！
北
東
北
三
県
が
上
位
に
並

び
、
最
下
位
グ
ル
ー
プ
に
横
浜
、
東
京
、

川
崎
、
名
古
屋
、
千
葉
な
ど
軒
並
み
大

都
市
圏
と
い
う
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
？

　
平
成
二
〇
年
度
実
施
、
二
一
年
春
採

用
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
全
校
種

平
均
倍
率
の
順
位
で
す
。
青
森
が
一
五

倍
（
小
一
九
・
七
、
中
一
五
・
七
な
ど
）

に
対
し
、
横
浜
市
は
三
・
三
倍
（
小
二
・

二
、
中
六
・
二
な
ど
）
と
三
人
に
一
人

が
合
格
で
き
ま
す
。

　
七
月
上
旬
、
今
年
も
首
都
圏
第
一
次

試
験
受
験
生
を
乗
せ
た
チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
二
台
が
大
学
を
出
発
。
こ
の
試
み
も

（
実
は
私
が
発
案
者
で
す
が
）
四
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
上
記
倍
率
の
下
、
首

都
圏
に
合
格
し
地
元
が
ダ
メ
だ
っ
た
ケ

ー
ス
で
の
選
択
は
、
大
別
す
る
と
①
思

い
切
っ
て
都
市
部
へ
飛
び
出
す
、
②
都

市
部
で
は
自
信
が
な
い
の
で
地
元
講
師

を
待
つ
、
の
二
群
で
す
が
、
数
年
前
ま

で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
②
が
最
近
は
①

に
逆
転
さ
れ
ま
し
た
。
②
の
一
部
が
不

安
視
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ

ン
ト
は
（
和
製
造
語
の
よ
う
で
、
ア
メ

リ
カ
で
は
児
童
虐
待
す
る
親
の
イ
メ
ー

ジ
だ
そ
う
で
す
）
、
近
頃
ど
こ
に
で
も
生

息
し
ま
す
し
、
地
方
は
講
師
ポ
ス
ト
さ

え
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
実
も
背
景
に

あ
る
よ
う
で
す
。

　
む
し
ろ
、
従
来
の
悲
壮
感
漂
う
選
択

か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
日
本
の
真
ん
中

で
子
ど
も
た
ち
に
愛
情
を
注
ぎ
能
力
を

発
揮
し
よ
う
と
自
己
変
革
へ
の
意
気
込

み
を
感
じ
ま
す
。

　
来
年
度
は
景
気
後
退
の
影
響
で
、
地

方
・
都
市
部
を
問
わ
ず
教
採
の
倍
率
は

跳
ね
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
職
対
策
委
員
会
と
し
て
は
可
能
な
限

り
学
生
の
就
職
支
援
に
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
同
窓
会

の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
教
員
養
成
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
は

教
育
学
部
に
お
け
る
①
教
員
養
成
を
ど

の
よ
う
な
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行

っ
た
ら
よ
い
か
（
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
研
究
開
発
）
、
②
教
員
養
成
を
ど

の
よ
う
な
組
織
体
制
で
行
っ
た
ら
よ
い

か
（
教
員
養
成
組
織
の
研
究
開
発
）
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
十
五
年
十
月
に
学
部
内
措
置
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
十
七
年
四
月
に
文

部
科
学
省
か
ら
正
式
認
可
を
受
け
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
組
織
も
大
き

く
変
わ
り
、
日
景
弥
生
教
授
を
セ
ン
タ

ー
長
に
、
専
任
教
員
二
名
と
兼
任
教
員

六
名
の
計
九
名
が
「
研
究
企
画
」
、
「
教

員
養
成
学
研
究
」
、
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研

究
」
い
ず
れ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し

研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
①
「
教
員
養
成

学
」
を
研
究
領
域
の
一
つ
と
し
て
確
立

し
、
研
究
拠
点
を
構
築
す
る
た
め
の
基

礎
研
究
を
行
う
こ
と
。
②
新
教
員
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
四
年
間
の
成
長

過
程
を
分
析
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し

改
善
を
行
う
こ
と
。
③
教
員
と
し
て
最

小
限
必
要
な
資
質
能
力
が
身
に
つ
い
て

い
る
か
を
確
認
し
知
識
や
技
能
を
補
う

た
め
、
平
成
二
十
二
年
度
入
学
生
か
ら

必
修
化
さ
れ
る
「
教
職
実
践
演
習
」
の

円
滑
な
導
入
の
た
め
、
現
在
開
講
し
て

い
る
教
員
養
成
特
別
科
目
を
再
編
成
を

す
る
こ
と
。
④
学
生
の
教
職
課
程
の
履

修
状
況
を
把
握
し
、
目
ざ
す
教
師
像
に

向
か
っ
て
自
己
目
標
・
自
己
課
題
を
設

定
し
、
自
己
点
検
、
自
己
評
価
等
を
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
す
る
こ
と
。
こ
の
他
、
研
究
機

関
誌
『
教
員
養
成
学
研
究
』
や
広
報
誌

『
協
働
』
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
成
果

を
活
か
し
、
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成

の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
及
び
卒
業
生
、
臨
時
講
師
も
含
め

た
教
員
総
体
の
教
育
力
向
上
に
資
す
る

た
め
、
専
門
的
支
援
機
能
を
発
揮
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
諸
氏
の
ご
理
解
と
か
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
職
対
策
委
員
会
委
員
長
　
宮

崎
　
秀

一

新
卒
採
用
難
関
時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　

学
生
自
身
の「
変
革
」

教
育
学
部
同
窓
会
副
会
長
　
奈

良
　
年

永

い
ま
こ
そ
飛
耳
長
目

専
任
教
員
　
佐

藤
　
紘

昭

附
属
教
員
養
成
学

　
　
　

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
今

　
目
の
耳
に
近
い
方
の
は
し
の
こ
と
を

眦
（
目
じ
り
）
と
言
い
ま
す
。
目
を
大

き
く
見
開
き
怒
っ
た
り
、
決
心
し
た
り

し
た
時
の
表
情
を
い
う
よ
う
で
す
。
こ

れ
に
裂
く
と
か
、
破
る
、
切
れ
る
の
決

を
つ
け
眦
を
決
す
る
と
し
て
、
目
じ
り

を
裂
く
よ
う
に
カ
ッ
と
目
を
見
は
る
と

い
う
意
味
で
用
い
ま
す
。

　
昨
年
十
月
に

“松
陰
ツ
ア
ー
”
で
萩

に
出
か
け
、
吉
田
松
陰
が
伊
藤
博
文
・

山
県
有
朋
等
六
人
の
若
者
、
そ
れ
も
武

士
の
中
で
も
最
も
身
分
の
低
い
軽
率
に

『
飛
耳
長
目
』
の
役
割
を
与
え
て
い
た

こ
と
を
知
り
愕
然
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
国
（
藩
）
の
た
め
の
重
要

な
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
た
が
た
め
に
、

後
の
伊
藤
や
山
形
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
松
陰
は
「
常
々
耳
を
飛
ば
し
、

目
を
長
く
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
情

報
を
集
め
、
今
後
の
見
通
し
や
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
情
報

の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
し
た
。
松
陰

自
ら
海
外
渡
航
に
失
敗
し
、
自
宅
謹
慎

に
な
っ
た
後
も
、
萩
に
居
な
が
ら
に
し

て
塾
生
の
多
く
に
情
報
を
集
め
さ
せ
、

様
々
な
知
識
を
得
て
い
た
の
で
す
。

　
松
陰
は
「
六
人
を
送
る
叙
」
と
し
て
、

《
往
け
六
人
、
ま
さ
に
飛
耳
長
目
が
、

長
州
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
た
君
た
ち
へ
の

任
務
だ
。
君
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の

耳
を
伸
ば
し
、
そ
の
目
を
長
く
し
、
事

の
軽
重
に
拘
わ
ら
ず
、
意
気
盛
ん
に
し

て
、
情
報
を
集
め
、
報
告
す
る
の
だ
、

今
こ
そ
皆
の
実
力
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
、
藩
に
示
す
時
だ
》
と
。

　
松
陰
は
、
学
問
の
た
め
の
学
問
は
、

松
下
村
塾
で
は
し
な
い
。
生
き
た
学
問
、

そ
れ
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
行
し
て
生
か

す
学
問
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

当
時
知
識
ば
か
り
が
豊
富
で
、
実
行
の

伴
わ
な
い
人
間
が
多
く
い
た
。
そ
ん
な

人
間
を
嫌
っ
た
松
陰
は
、
学
ん
だ
こ
と

を
実
行
し
て
生
か
す
学
問
こ
そ
最
も
大

切
だ
と
教
え
て
い
た
の
で
す
。

　
今
日
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
松
陰
の
教
え
に
習
い
な
が
ら
、
教
育
・

学
校
を
取
り
巻
く
情
報
が
氾
濫
し
て
い

る
中
か
ら
真
な
る
も
の
、
生
き
る
力
と

な
る
も
の
を
飛
耳
長
目
の
精
神
で
選
択

し
活
用
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
若
い
方
々
に
、
飛
耳
長
目
の
役

割
を
与
え
て
育
て
て
い
く
こ
と
も
こ
れ

か
ら
の
教
育
・
学
校
で
は
肝
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、

何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な

危
う
い
状
況
に
あ
る
学
校
・
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
る
教
育
現
場

に
お
け
る
校
長
が
、
学
校
経
営
等
に
眦

を
決
し
、
飛
耳
長
目
で
取
り
組
む
こ
と

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
な
じ
り



あ す な ろ（３）第３０号 平成２１年３月９日

　
平
成
二
十
一
年
六
月
六
日
、
大
学
創

立
六
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
こ
れ
に
伴
う
記
念
事

業
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
何
卒
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
個
人
の
場
合
　
一
口
五
千
円
以
上
の

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◎
法
人
の
場
合
　
特
に
金
額
は
定
め
て

お
り
ま
せ
ん
。

（
こ
の
寄
付
金
は
、
所
得
税
法
、
法
人

税
法
に
よ
る
税
法
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
）

☆
主
な
事
業
内
容

一
、
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

二
、
国
際
交
流
基
金
の
創
設

三
、
弘
前
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
史

刊
行

四
、
「
太
宰
治
」
の
文
学
碑
の
建
立

五
、
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
演
奏
会
（
会
場
　
弘
前
市
、

青
森
市
、
八
戸
市
の
三
会
場
）

弘
前
大
学
教
育
学
部
・
同
窓
会
懇
談
会

平
成
二
十
年
度

　
今
回
で
五
回
目
と
な
る
平
成
二
十
年

度
の
教
育
学
部
と
同
窓
会
と
の
懇
談
会

は
、
例
年
十
二
月
始
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
教
育
学
部
の
都
合
に
よ
り

二
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
四
時
よ
り

教
育
学
部
第
一
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
教
育
学
部
か
ら
は 

昆
学
部
長

は
じ
め
、
十
九
名
の
教
官
職
員
、
同
窓

会
か
ら
は
木
村
会
長
以
下
十
八
名
の
出

席
の
も
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
次
の

よ
う
な
現
況
報
告
と
要
望
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

◎
教
育
学
部
の
現
況
に
つ
い
て

一
、
教
員
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
　
　
（
和
久
）

二
、
生
涯
教
育
課
程
の
将
来
構
想
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（
肥
田
野
）

三
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
現
況

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（
小
玉
）

四
、
教
育
職
員
免
許
状
更
新
講
習
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
）

五
、
就
職
状
況
に
つ
い
て
　
（
宮
崎
）

六
、
青
森
県
教
育
委
員
会
等
と
の
協

定
締
結
に
つ
い
て
　
　
（
北
原
）

七
、
附
属
学
校
園
の
現
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
間
）

八
、
そ
の
他

　
　
臨
床
心
理
士
養
成
と
心
理
臨
床

相
談
室
に
つ
い
て
　
　
（
豊
嶋
）

◎
同
窓
会
か
ら
教
育
学
部
へ
の
要
望
・

質
問
に
つ
い
て

一
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
現
状

に
つ
い
て
（
希
望
者
減
少
）

二
、
今
年
度
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

（
例
年
と
同
様
八
十
％
く
ら
い
）

三
、
四
、
五
年
前
か
ら
の
進
路
状
況

に
つ
い
て
（
右
肩
上
が
り
）

四
、
卒
業
生
の
追
跡
調
査
に
つ
い
て

　
　
（
個
人
情
報
保
護
＝
難
し
い
）

五
、
教
員
養
成
学
の
研
究
開
発
の
状

況
に
つ
い
て

◎
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
の
内
容

　
近
年
、
弘
前
大
学
は
改
革
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
中
心
に
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
育
実
習
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
一
年
次
か
ら
始
ま
り
、
三
年
次

で
免
許
単
位
に
関
わ
る
実
習
は
終
わ
り
、

四
年
次
は
研
究
実
習
や
学
校
サ
ポ
ー
タ

等
で
現
場
に
関
わ
る
経
験
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
卒
業
後
の
進

路
状
況
に
つ
い
て
は
教
員
以
外
に
も
拡

大
し
て
い
る
こ
と
、
就
職
率
も
上
が
っ

て
い
る
こ
と
、
首
都
圏
周
辺
へ
の
就
職

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
懇
親
会
が
開
か
れ
親
交
が

深
ま
り
ま
し
た
。

弘
前
大
学
創
立
六
十
周
年

　
記
念
事
業
へ
の
募
金
の
お
願
い

：

お振込み先＊青森銀行弘前支店　　　　普通　１２２７１４１
　　　　　＊みちのく銀行弘前営業部　普通　２６１１７６７
　　　　　＊郵便局　　　　　　０２２１０－２－５３９９１
　　　　　＊東奥信用金庫　富田支店　普通　１０９８９００

口 座 名 義　国立大学法人弘前大学　学長　遠藤正彦

［問合せ先］　国立大学法人弘前大学総務部総務課　
　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０１７２－３９－３００７

お
し
ら
せ

美
術
科
Ｏ
Ｂ
展

七
月
九
日
午
後
〜
十
二
日
ま
で

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て



名
誉
会
長
　
　
昆
　
　
正
博
（
学
部
長
）

顧
　
　
問
　
　
斎
藤
　
善
三
（
弘
前
市
）

会
　
　
長
　
　
木
村
清
之
助
（
弘
前
市
）

副

会

長
　
　
奈
良
　
年
永
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
誠
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
栄
（
平
川
市
）

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
睦
男
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
則
孝
（
つ
が
る
市
）

会
計
・
監
査
　
太
田
　
耕
正
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
光
男
（
弘
前
市
）

支
　
部
　
長

１．

弘
前
・
中
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
笹
森
　
義
男
（
弘
前
市
）

２．

黒
石
・
平
川
・
南
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
横
山
　
岩
雄
（
小
和
森
小
）

３．

五
所
川
原
・
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
田
中
　
高
志
（
毘
沙
門
小
）

４．

つ
が
る
・
西
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
内
山
　
博
文
（
鳴
沢
小
）

５．

青
森
・
東
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
奈
良
　
年
永
（
青
森
市
）

６．

八
戸
・
三
戸
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
澤
田
　
明
久
（
八
戸
市
）

７．

三
沢
・
十
和
田
・
上
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
廣
野
　
雅
美
（
野
辺
地
町
）

８．

む
つ
・
下
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
宮
木
　
正
信
（
白
糠
小
）

９．

弘
前
大
学
教
育
学
部
支
部

　
　
　
　
　
　
鎌
田
耕
太
郎
（
教
育
学
部
）

１０．

そ
の
他
の
地
区
支
部

評
　
議
　
員

１．

弘
前
・
中
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
赤
石
　
和
夫
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
高
岡
　
　
實
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
弘
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
阿
部
　
哲
夫
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
松
田
千
代
治
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
岡
元
　
淳
一
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
學
（
弘
前
市
）

２．

黒
石
・
平
川
・
南
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
秋
田
　
　
豊
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
奥
崎
　
　
進
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
栗
林
　
欣
一
（
平
川
市
）

　
　
　
　
　
　
花
田
　
幸
三
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
中
畑
　
利
文
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
立
花
　
茂
樹
（
弘
前
東
小
）

　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
正
樹
（
松
崎
小
）

　
　
　
　
　
　
山
内
　
孝
行
（
上
十
川
小
）

３．

五
所
川
原
・
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
中
野
　
雄
臣
（
松
島
小
）

　
　
　
　
　
　
草
創
　
文
人
（
中
里
小
）

４．

つ
が
る
・
西
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
屋
敷
　
政
勝
（
森
田
小
）

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
範
　
（
舞
戸
小
）

　
　
　
　
　
　
野
崎
　
正
人
（
稲
垣
西
小
）

　
　
　
　
　
　
木
村
　
道
浩
（
森
田
小
）

　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
修
一
（
繁
田
小
）

５．

青
森
・
東
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
吉
田
　
秀
一
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
西
舘
　
暁
子
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
須
藤
　
　
努
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
相
沢
　
正
雄
（
青
森
市
）

６．

八
戸
・
三
戸
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
成
田
　
誠
二
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
関
根
　
建
夫
（
三
戸
郡
）

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
信
夫
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
俊
男
（
田
子
中
）

　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
官
一
（
石
鉢
小
）

　
　
　
　
　
　
千
葉
　
力
久
（
北
稜
中
）

　
　
　
　
　
　
簗
瀬
眞
知
雄
（
柏
崎
小
）

　
　
　
　
　
　
小
林
　
吉
春
（
白

小
）

７．

三
沢
・
十
和
田
・
上
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
繁
雄
（
十
和
田
市
）

　
　
　
　
　
　
梅
田
　
真
規
（
六
戸
町
）

　
　
　
　
　
　
山
村
　
義
一
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
永
瀬
　
俊
明
（
十
和
田
市
）

　
　
　
　
　
　
馬
場
せ
つ
子
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
川
村
　
　
正
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
福
沢
　
周
治
（
木
ノ
下
中
）

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
博
昭
（
六
戸
小
）

８．

む
つ
・
下
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
　
魏
（
む
つ
市
）

　
　
　
　
　
　
太
田
久
美
子
（
老
部
小
）

９．

弘
前
大
学
教
育
学
部
支
部

　
　
　
　
　
　
村
山
　
正
明
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
平
岡
　
恭
一
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
小
林
　
央
美
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
村
上
　
和
博
（
附
属
小
）

　
　
　
　
　
　
野
呂
　
徳
治
（
実
践
セ
ン
タ
ー
）

１０．

そ
の
他
の
地
区
支
部

　
　
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
葛
西
　
恒
雄
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
相
木
英
理
子
（
弘
前
二
中
）

あ す な ろ 第３０号（４）平成２１年３月９日

　
平
成
二
十
年
度
の
定
時
総
会
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
よ

り
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
二
十
五
名
の
参
加
の
も

と
、
議
長
に
花
田
幸
三
氏
（
弘
前
市
）
を
選
出
し
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
質
疑
応
答
は
、
平
成
十
九
年
度
の
決
算
報
告
や
平
成
二
十
年
度
の
予
算
審
議
等
の

他
、
会
報
の
配
達
や
連
絡
方
法
等
、
会
費
の
納
入
が
依
然
と
し
て
低
調
な
の
で
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
等
で
あ
っ
た
。

１９．　３．

　同窓会費納入依頼

１９．　６．１６

　平成１９年度総会

１９．　６．２１

　採用試験の援助活動（模擬面接）

１９．１２．　５

　同窓会・教育学部懇談会

２０．　３．　７

　会報「あすなろ２９号」発行

２０．　３．２１

　弘前大学卒業式・祝賀会

２０．　５．３０

　会計監査

平
成
二
十
年
度
　
弘
前
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

庶 務 報 告

事　業　計　画

１．同窓会費納入

２．総　　　会

３．教員採用試験の援助活動

４．同窓会・教育学部懇談会

５．会報「あすなろ３０号」発行

６．弘前大学卒業式・祝賀会

７．そ　の　他

平成１９年度決算
○収入の部

会　　　　費

繰　　越　　金

繰　　入　　金

雑　　収　　入

計

１９年度予算 １９年度決算 備　　　　考

1,524,480
11,306 
700,000
100

2,235,886

1,474,650
11,306 
700,000 
62,742 

2,248,698

15,880×93

定期預金

利息742、総会会費・祝儀

○収入の部

会　　　　費

繰　　越　　金

繰　　入　　金

雑　　収　　入

計

１９年度予算 ２０年度予算 備　　　　考

1,524,480 
11,306
700,000
100 

2,235,886

12,70,400
33,968
800,000
100

2,104,468

１５，８８０×８０

定期預金

総　　会　　費

評　議　会　費

支 部 活 動 費

通　　信　　費

就 職 対 策 費

教育開発活性化経費

特別対策経費

社会教育主事講習経費

事　務　経　費

会 報 印 刷 費

全学同窓会費

事　務　局　費

雑　　　　　費

計

１９年度予算 ２０年度予算 備　　　　考

140,000 
18,000 
360,000 
15,000 
350,000 
250,000 
250,000 
100,000 
150,000 
220,500 
192,000 
70,000 
120,386
2,235,886

130,000
18,000
360,000
15,000
350,000
250,000
200,000
100,000
100,000
220,500
192,000
60,000
108,968
2,104,468

総会

旅費を含む

４０，０００×９

全学同窓会・会報郵送代　

他就職活動補助

教育フェスティバル支援経費

県教委との連絡協議会・県小中学校長との連絡協議会

当番大学としての講習運営経費

事務用品・通信費　

あすなろ３０号

２４０×０．８×１，０００

会長会議諸費

学部との懇談・卒業祝祝い金 他

総　　会　　費

評　議　会　費

支 部 活 動 費

通　　信　　費

就 職 対 策 費

教育開発活性化経費

特 別 対 策 費

社会教育主事講習経費

教大協東北地区評議員会経費

事　務　経　費

会 報 印 刷 費

全学同窓会費

事　務　局　費

雑　　　　　費

計

１９年度予算 １９年度決算 備　　　　考

120,000
18,000
360,000
14,480
350,000
250,000
250,000
100,000

0
150,000
220,500
192,000
60,000
129,750
2,214,730

140,000
18,000
360,000
15,000
350,000
250,000
250,000
100,000

0
150,000
220,500
192,000
70,000
120,386
2,235,886

総会

旅費を含む

４０，０００×９

全学同窓会・会報郵送代

他就職活動補助

教育フェスティバル支援経費

県教委との連絡協議会経費小中学校長との連絡協議会

当番大学としての講習運営経費

評議委員会会場費

事務用品・通信費　

あすなろ２９号

２４０×０．８×１，０００

会長会議諸費

学部との懇談・卒業祝金

○支出の部

○支出の部

（１９．４．１～２０．３．３１）

平成２０年度予算
（２０．４．１～２１．３．３１）

平
成
二
十
年
度
役
員

定

時

総

会

報

告

2,248,698－2,214,730＝33,968　33,968円は次年度へ繰り越し

特別会計基金

《青森銀行関係》

７，５２８，９１０＋１３，５５３＝７，５４２，４６３円
　　　　　　（利息）

７，５４２，４６３－７００，０００＝６，８４２，４６３円

《みちのく銀行関係》

７，３９８，７１１円
平成２０年度予算へ８００，０００円を切り入れる予定


